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第５４期第１回常任幹事会 報告 

日時：2024年5月18日(土)16：30～17：00          会場：けんせつプラザ東京 

出欠：吉田、稲葉、加藤（年金）、井澤、塩野、阿久津（地評）、山根、相川、秋元、 

市橋、小形、岡本、阿久津（都生連）、加藤（都教組）、木﨑、北川、國米、 

佐久間、工藤、田村、築館、中山、細見、前沢、森松、吉野、平野、大嶋 

議長： 平野 

事務局：小川              21/28（・出席、□リモート、 欠席） 

 

 
 

Ⅰ、協議事項 
１、決裁事項について 

（１）「2024年東京母親大会」の成功に向けたチラシへの広告掲載について 

   2024年東京母親大会 

  期日 2024年12月14日（土） 10時～16時 

  会場 練馬区立練馬文化センター 

  広告サイズ 横3センチ×縦4センチ ⇒ 巻末に資料 

  代金 1万円 

〆切 6月7日までに回答 

…承認 

２、定例常任幹事会日程について 

日時：毎月第４木曜日 １３時半～１５時半 

   ＊日程に不都合が生じた場合都度相談 

場所：東京労働会館５階 東京地評会議室 ＆ オンライン 

次回予定 ６月２７日(木) 13：30～  

 …承認 

Ⅱ、要請事項、その他 
１、当面の日程 

05月20日(月)10：00～ 生存権裁判を支える東京連絡会 幹事会 

05月24日(金)15：30～ 新生存権裁判 押上駅宣伝署名行動 

06月01日(土)13：30～ 春の国保改善運動交流集会 
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06月03日(月)10：00～ 第3回東京都予算学習会 都民要求実行委員会 

06月13日(木)14：00～ 新生存権裁判 東京地裁 判決日行動 

06月14日(木)12：00～ 4の日宣伝行動 巣鴨駅 

06月17日(月)12：00～ いのちのとりで裁判全国アクション 第9回総会 

06月17日(月)18：00～ 社保テキストオンライン学習会 第3弾 ZOOM 

07月07日(日) ： ～ 都知事選投開票日（6/20告示日） 

07月13日(土) ： ～ 生存権裁判を支える東京連絡会 第15回総会 

07月23日(火)18：00～ 社保テキストオンライン学習会 第4弾 ZOOM 

08月10日(土)11：00～ 中央社保協 第68回総会 

08月 日( ) ： ～ 地域社保協交流会 

08月31日(土)～09月01日（日）第51回中央社保学校from大阪 

09月26日(木) ： ～ 秋の国民集会 

10月 日( ) ： ～ 東京社保学校 

10月06日(日) ： ～ 第22回 全国介護学習交流集会 

 

２、加盟団体・友諠団体の学習会、総会あいさつなど 

５月２４日(金)17：15～ 「5．24保険証なくすな！後楽園駅前宣伝」⇒弁士 

（文京社保協・豊島社保協） 

６月 ２日（日）     東商連 第７８回定期総会 ⇒メッセージ 

   ８日（土）     千葉社保協 第３０回定期総会 ⇒メッセージ 

１０日（月）18：00～「都知選も見据えた社会保障制度学習」⇒講師 

            （渋谷社保協） 

１６日（日）10：00～「後期高齢者医療制度や介護保険の制度改悪学習」⇒講師 

          （北区民商）  

２４日（月）19：00～ 6．24保険証なくすな！学習交流集会 ⇒講師 

（文京社保協・豊島社保協） 

２９日（土）     福岡社保協 第３０回定期総会 ⇒メッセージ 

７月２１日（日）13：30～「介護保険制度の問題と今後の課題」⇒講師 

            （清瀬社保協） 

９月 ８日（日）13：30～ 「介護保険、国保、後期高齢者医療制度について」⇒講師 

            （新日本婦人の会 東久留米支部） 

（３）常任幹事会の日程 

次回予定 ６月２７日(木) 13：30～ ５階東京地評会議室とオンライン 

≪総会の開催報告≫ 

総会参加者 来賓5人 会場参加者53人 Web参加29アクセス 当日会場では90人以上の

参加と報告した。議案は活動の総括および23年度決算、24年度方針に24年度予算、そして
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新年度役員案を含めて一括で承認された。 
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２０２３年度中央社保協第11回運営委員会 議題 
２０２４年6月5日（水）１３時３０分  日本医療労働会館会議室B・オンライン 

 
【出席確認】 

○運営委員 
  野（新婦 ）、宇野（全商連）、 野（全 連）、藤原（農 連） 

  （福祉保育労）、村 （全教）、廣岡（年 者組合）、五 嵐（医労連） 
曽根（保団連）、島田（共産党）、中本（国公労連）、山本（自治労連） 
大島（医療福祉 協連）、（ 医連）（建交労）（障全協） 

 
沢野（北海道）、高橋（宮城）、段（埼玉）、藤田（千葉）、平野（東京） 
根本（神奈川）、藤牧(石川)、小松（愛知）、寺内（大阪）、楠藤（徳島） 
森本（岡山）、日高（鹿児島） 
 

○事務局 林（事務局）、上所（保団連）、 本（ 医連）、  （全労連） 
 
＜報告事項＞                                 
＜トピックス＞ 
 
＜報告・確認事項＞                                
１．前回の代表委員会（5/8）以降について 

5/08（水）介護障害者部会／運営委員会（定例国会行動は欠席） 
5/09（木）子ども医療全国ネット会議／介護 7 団体会議 
5/10（金）25 条共同行動実行委員会 
5/14（火）巣鴨宣伝／第 1 回社会保障テキスト第 2 弾オンライン学習会 
5/15（水）社会保障誌取材 住江先生インタビュー 
5/16（木）憲法 25 条を守り活かそう春の 25 条集会（別紙ニュース） 
5/17（金）社会保障誌編集委員会／マイナ連絡会保険証のこせ街頭宣伝（欠席） 
5/18（土）東京社保協総会挨拶（吉田章医師に代表委員を要請・応諾） 
5/20（月）介護 7 団体政党懇談会（別紙ニュース）／国 集会実 委員会（ 席） 
5/22（水）定例国会行動（住江代表委員・主催者挨拶） 
5/23（木）第 51 回中央社保学校（from 大阪）現地実行委員会 
5/24（金）年金引上げを求める決起集会（年金署名提出）連帯あいさつ 
5/27（月）国保部会 
5/28（ ） 森 医連保険証学習会（講師・上所次 ） 
5/29（水）介護集会事務局会議／子ども医療全国ネット署名提出集会／代表者会議 
6/01（土）春の国保改善運動交流集会（別紙・ニュース） 
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6/03（月）介護改善と介護従事者の処遇改善を求める院内集会（別紙・ニュース） 
6/04（火）不公平な税制をただす会総会（欠席） 
 

2. 各種部会 
① 国保部会 次回の国保部会は 6/20（木）14 時から 

 
② 介護・障害者部会 次回の介護部会は 7/3（水）10 時 30 分 

 
３．共闘関連 

・25 条共同行動実行委員会 
・子ども医療全国ネット 
・医団連・中央社保協 拡大会議 
・マイナンバー制度反対連絡会 次回会議 6 月 19 日（水）10 時 12 時 
・いのちと暮らしを守る税研修会実行委員会 次回会議 6 月 7 日（金）18 時 
・大軍拡大増税 NO 連絡会 
・秋の国 集会実 委員会（集会は 9/26 に開催予定、次回会議 6/18） 
・介護 7 団体会議 
・介護集会実行委員会（集会は 10/6 日 次回会議 6/27） 

 
４．中央社保協第６８回総会 

日時：2024 年 8 月 10 日（土）11 時 00 分 16 時 30 分（10 時 30 分 受付） 
場所：全労連会館ホール（web 併用） 
・総会方針（案）スケジュール 

5/29 代表者会議までに第 1 次案（6/5 運営委員会・6 月ブロック会議で議論） 
6/26 代表者会議までに第 2 次案（7/3 運営委員会で議論） 
7/24 代表委員会までに最終案（確定し各組織に案内） 

 
５．第 51 回中央社保学校 from 大阪 

日時：２０２４年８月３１日(土)１３時開会 ９ １ (日)１５時閉会 
会場： 阪 医連（定員 100 名まで）＋オンライン併用 
中央社保学校チラシと宿泊あっせん（別紙・チラシ） 
テーマ：「未来を切り拓く権利としての社会保障」 
テンポ 
6 月 05 日（水）第 51 回中央社会保障学校チラシ完成 
8 月 10 日（土）中央社保協・第 68 回定期総会 
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8 月 22 日（木）講師・特別報告の資料集約〆切 
8 月 22 日（木）参加者の登録〆切（ZOOM 情報・資料情報は申込時に自動返信） 
8 月 29 日（木）参加費の入金〆切 
8 月 29 日（木）参加者用 ZOOM テスト（12 時 14 時・17 時 19 時） 
8 月 31 日（土）第 51 回中央社会保障学校開催（ ９ 1 日） 

 
６．社保協の体制強化・学習運動の推進 

・地域社保協づくり 6/12（水）千葉県 山武地域社保協結成 メッセージを 
（山武市・東金市・九十九里町・横芝光町・芝山町の 2 市 3 町） 

・隔月間「社会保障」の購読者拡大を（NO514 初夏号・自己責任論を乗り越えよう） 
購読者は現在 1905 部、早期 2000 部回復が必要 

・社保テキスト（第 2 弾）を使った学習運動 
連続オンライン学習会（中央社保協） 
4/16（火）18 19 時 井口先生「社会保障の意義 その原理原則と社会保障運動」 
（第 1 回はオンライン・集団視聴など全体で 70 名が参加） 
5/14（火）18 19 時  友先 「 齢者優遇論は本当か 高齢期の社会保障を考える」 
（第 2 回はオンライン・集団視聴など全体で 100 名が参加） 
6/17（月）18 19 時 村田先生「人権としての社会保障とは 改革の本質を知り対抗を」 
7/23（火）18 19 時 社保テキストチーム「社保テキストの活用、取り組みの紹介」 
 

７．その他 
 
 
８．各県・中央団体から 
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９．6/5 以降の予定 
6/05（水）第 12 回介護部会・第 11 回運営委員会（国会朝会・定例国会前行動） 
6/07（ ）関 ブロック会議（リアル） 税研修会実行委員会（欠） 
6/10（月）中国ブロック会議（オンライン） 
6/11（火）九州沖縄ブロック会議（オンライン） 
6/12（水）四国ブロック会議（オンライン） 
6/13（木）第 37 回会館管理委員会 地域医療を守る交流集会実行委員会 
6/14（金）東北ブロック会議（オンライン） 
6/17（月）北信越ブロック会議・社保テキスト第 3 回オンライン学習会 
6/18（火）東海ブロック会議（オンライン）、関東甲ブロック会議（リアル・埼玉？） 
6/19（水）国会朝会・定例国会前行動（最終） 
6/20（木）都知事選告示（7/7 投票日） 
6/24（月）全労連社保闘争会議 
6/26（水）代表委員会（18 時 ） 
6/27（木）介護集会実行委員会 
6/29（土）福岡県社保協総会学習会 
7/03（水）介護部会・運営委員会 
7/06（土）奈良県社保協総会学習会 
7/08（月）地域医療を守る交流集会実行委員会 
7/14（日）労働総研 社保部会 
7/16（ ） 本医労連 会（ 18 愛知） 
7/23（火）社保テキスト第 4 回オンライン学習会（最終） 
7/25（ ）全労連 会（ 27 都内） 
8/10（土）中央社保協第 68 回全国総会（11 時 16 時 30 分 全労連会館ホール） 
8/31（土）第 51 回中央社保学校 in  阪（ 9/1） 

 
１０．次回の運営委員会  

2024 年 7 月 3 日（水）13 時 30 分  医労連会館 2 階 A 会議室 
（8/10 総会方針案、秋のたたかい、総会スケジュール、決算報告・予算案の確認など） 

 
以上 
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人権としての医療・介護 東京実行委員会 第３４回事務局会議 議案 
日時 2024 年 4月 25日（木）15:30～               場所 東京地評５階会議室 

出席 東京保険医協会（寺崎）、東京民医連（山根）、東京地評（阿久津）、東京医労連（髙松） 

東京自治労連・医療関連協（椎橋）、都立病院の充実を求める連絡会（前澤・髙橋） 

東京土建（田村）、台東守る会（寺山・藤本、朝比奈）、 

東京社保協（窪田、小川、平野、大嶋）                  下線：欠席 

記録：大嶋 （5 巡後：小川、髙橋、阿久津） 

 

１、報告事項  

 １）第 33 回事務局会議報告 ＜P1～2＞ 

    

２）この間の行動結果 

  ・4/25 保険証を残してください。署名提出国会行動 

会場・オンラインで約 520 名が参加、約 42 万筆を国会に提出。累計で 145 万筆に達した。 

 

３）独法化後の動き、公的病院検討状況など情報・情勢 ＜P3～5＞ 

・4/18 に「2024 年度・機構病院の運営に関しての要望書」を都立病院機構に提出 

 回答と懇談日については連絡するとの事 

独法化の影響で 760 床ほどが閉鎖、人手不足で 7：1 基準が保てない。 

  小児・精神 500 床のうち 200 床閉鎖状態で、一般病床にシフトしている。 

・訪問介護基本報酬引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める 

要請書への団体署名と議会陳情・請願の取り組み 

 団体署名について、東京実行委員会として署名をすることを確認した。 

 

 

 ４）各団体取り組み状況 

  〇東京社保協 

   ・都内自治体の国保料、介護保険料一覧を作成。国保は大幅値上げ ＜P6～14＞ 

   ・4/20 東京社保学校開催 テーマ「貧困」 140 名超参加 

 

 

〇都立病院の充実を求める連絡会 

都立病院の独立行政法人化後の現状をさらに知ってもらえるように読んでもらえるよう

なチラシを作成していることが報告された。 

 

 

〇東京自治労連 

 成果主義が導入されていることが報告された。 

 4 月よりコロナ前の状況に戻っている。 

新卒の採用は合格率が低かったことの影響もあるが、看護師 550 人の募集に対して 516 人

が内定しているが、500 人が本当に残るかどうか不安という発言がされた。 
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〇東京地評 

 

 

 

〇東京民医連 

 病棟機能の変更が起こっている。 

7：1 が保てているのは立川、東葛、みさとだったが、どんどん地域包括医療病棟に変更さ

れてきている。大田病院などは、7：1 から 10：1も変更されている。看護師の斡旋業者に

頼らざるを得ない状況。 

 

 

〇台東病院を守る会 

行政が変わらないと病院を守れないと社保協の総会や都知事選の集会などで訴えている

ことが報告された。 

 

 

２、協議事項 

１）今後の取り組みについて 

  ・介護請願署名 最終国会提出行動 6 月 3日（月）12 時～ 第 2衆議員会館多目的室 

  ・独法化関係 

行政的医療の後退や建て替え、保健医療局への要請も必要ではないか 

 

 

２）都知事選にむけた政策づくりなど 

  ・具体化をどう進めるか？ 

  ・独法化後、マイナ保険証、コロナ対応、地域医療構想･･･ 

 

都立病院の充実を求める連絡会との連名でチラシを作成し、都知事選の争点の一つに押し

上げようと提起されました。選挙前に配布することを想定し、早急に内容を確認し 5 月 6

日には確定・校了していくことを確認した。 

 

３）行動などの日程について  

  ・6 月 3 日(月)12 時～ 介護請願署名国会提出最終行動 

 

 

３、その他 

 

 

４、次回会議開催（定例日は毎月第４木曜日、社保協常任幹事会終了後） 

  都立病院機構からの回答があることを前提に 

５月２３日（木）15:30～ 東京労働会館５階地評会議室 

都知事選の状況を見て、特別何もなければ 7 月開催 

7 月 25 日（木）15：30～ 東京労働会館 5 階地評会議室 

第2回常任幹事会資料14



2024年 4 月18日 

地方独立行政法人 東京都都立病院機構 

理事長 安藤 立美 様 

                  人権としての医療・介護 東京実行委員会 

 

２０２４年度・機構病院の運営に関しての要望書 

 

 貴組織の病院運営において、都の果たすべき都民医療を支えるためのご奮闘に感

謝を申し上げます。 

 新型コロナへの対応においては、行政的医療・感染症対応において大いに貢献さ

れ、都民の厚い信頼が寄せられました。 

 こうした対応の反面、日常の疾病に対する量的提供が低下し、14病院の 1 割を超

える病床が休止、昨年度の一時期は20を超える病棟が稼働できない状態だと聞き及

んでいます。 

 都民に必要な医療が職員不足などを理由に提供できないといった事態は都立病院

始まって以来の出来事ではないでしょうか。 

 従来、都民に提供してきた都立と公社病院の都全域への医療提供、地域病院とし

ての果たす役割に大きな影が生じていることを都民は危惧しています。 

 新年度が始まり、そうした不安を少しでも解消するために、事業運営計画などに

ついてご説明いただくよう下記の通り要請いたします。 

 

                  記 

 

1  昨年度末の時点で休止されていた病棟、病床を早期に稼働してください。再開

の時期と規模をについて明らかにしてください。 

 

2  今年度の機構病院の事業計画について明らかにしてください。 

   

3  今年度の新規事業内容および理由などについて明らかにしてください。また、

廃止や縮小する事業について、その規模と理由を明らかにしてください。 

 

4  今年度の職員確保計画における時期と採用数、およびその根拠と理由を明らか

にしてください。 

  また、新年度４月１日の採用によって今年度事業計画の必要職員数が確保でき

たのか明らかにしてください。 

 

5  各病院において患者自費負担金となる新規設定、更新・変更などの料金につい

て明らかにしてください。 
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＜日時・開催方法＞

＜傍聴希望票締切日＞　

 （注意事項）

担当者（出席者と同じ場合は記入不要です）

所属

氏名

構想区域

所属所在区市町村

所属名

役職

氏名

連絡先（電話番号）

東京都地域医療構想調整会議 傍聴希望票

・医療機関関係者や一般企業に所属の方等で傍聴を希望される場合は、1病院（企業）あたり、１
圏域、１回まで（※）の応募とさせていただきますので、社内で調整の上お申込みください。
（※ 同一企業における、異なる支店（部署）からの複数応募はご遠慮ください。）

・Web会議システムの都合により、応募者多数の場合は人数調整をさせていただく場合がござい
ます。

・傍聴に御参加頂ける方にのみ、申込締切後10日以内を目途に、記載いただいたメールアドレス
宛、Web会議システムへの参加方法をご案内いたします。

　※下記の構想区域を選択すると自動表示されます。

　※下記の構想区域を選択すると自動表示されます。

　※下記の構想区域を選択すると自動表示されます。

（メールアドレス）

リストから選択してください。

【送付先】

東京都保健医療局医療政策部医療政策課 保健医療計画担当

E-mail：S1150401@section.metro.tokyo.jp
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「介護をよくする東京の会」第１５期２回事務局会議 報告 
日 時：2024年6月12日（水）10:00～ 

場 所：東京労働会館5階会議室 

出 席：嶋岡（地評）、秋元（自治労連）、福田、松﨑（医労連）、堀内（年金者組合）、松本（民医連）、 

相川（社保協）、森永（全国ヘルパー連絡会）、小川、平野、大嶋（社保協）  下線は欠席 

 

＜報告事項＞ 

1. 第15期1回事務局会議報告・・・確認した。 

 

2. 情勢等 

 5月14日(火) 12～13時 ４の日宣伝 巣鴨駅 

 5月18日(土) 10～16時半 第54回東京社保協総会 けんせつプラザ東京とオンライン 

 5月20日(月) 介護7団体 政党懇談会 

 5月25日(土） 介護職のつどい 

 6月3日（月） 介護保険制度改善と介護従事者の処遇改善を求める請願書名最終提出行動 議員会館 

 6月5日（水） 介護・障害福祉従事者の処遇改善に関する件（案） 衆厚労委員会決議 

 

3. 各団体からの報告 

民医連 6 月 3 日の提出行動に、介護保険制度の改善と介護従事者の処遇改善を求める請願書名を

22,529 筆の署名を提出した。5月 14日に民医連の介護職部会を開催し終了後に大塚駅で宣伝

を行い、68筆の署名が集まった。宣伝の中で、「払うだけで使えないのはひどいのでは」「自分

たちはまだまし、あなたたちの世代はもっとひどい」「介護職を務めていたが処遇が悪くてや

めた」などの声が寄せられた。 

 東京民医連では、老健施設の閉鎖に伴い職員を民医連内の他法人も含め移籍できるように面接

などを行っている。また、ケアマネが不足しているなか、時差勤務を認めるなどの工夫をした

ところ応募が7倍に増えた事例が報告された。 

 6月20日には訪問介護の学習会を60名規模で開催予定、道路交通法の改正で自転車への罰則

や30キロ制限の規制など訪問系に直撃してくることなど学びあうこととなった。 

自治労連 世田谷区職労では、介護4団体で区長懇談会を行い4000筆の署名を提出したことを報告され

た。目黒区職労では、生活保護申請について窓口ではなくFAXで送られてくる事例を報告、窓

口では生活保護の申請を受け付けてくれないという話が広がり、現場としては申請者に寄り添

い話を聞きたいと思いがあるのに対して、すべての自治体が申請を受け付けないという誤った

認識が広がっている問題が報告された。 

医労連 介護労働者の組織化に向けたお手紙文書について紹介が行われた。6 月 2 日に第24 回ヘルパ

ー講座で口腔ケアをテーマに開催し4組合8名が参加した。次回は8月に開催予定。介護ヘル

パーネットで大幅賃上げ、大幅増員を求める声を集めるリーフの紹介が行われた。 

流山市では介護職に9000 円の補助があるのに対して三郷市では補助がなく人材流出が起こっ

ている門題で、請願を行ったが三郷市では不採択となった。現在は八潮市や埼玉県に対して請

願を行っている。 

東京地評 5月25日に介護職のつどいを20名の参加で開催。自主上映後に交流を行った。介護について

の単産がないこともあり集まって交流できたことはよかった。 

 

＜協議事項＞ 

1. 中央団体と連携しての取り組みについて 

① 各自治体との懇談・要請、国への意見書、などの取り組みなど 
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 新介護署名オンラインキックオフ集会（仮称） 7月30日（火）18時から・・・確認した。 

 全日本民医連 林事務局次長レクチャーなど予定 

 チラシや詳細は完成次第共有されるとのこと 

 中央社保協介護パンフ（介護保険制度の抜本的改革提言）の作成 

 11/11介護・認知症なんでも電話相談 ・・・実施することを確認した。 

 認知症の人と家族の会東京支部との連携 

 事前の周知徹底・各団体の機関誌や地域組織での事前周知 

 マスコミ対応（中央との連携） 

2. 独自の取り組みについて 

① 東京都予算に関する要望書・都民生活要求大行動実行委員会・・・確認した。 

 介護分野の取りまとめを行う上でご意見や修正など 

 交渉自体は10月ごろに実施（東京都からの返事待ち） 

 7月に要望書を提出するにあたり、意見・修正を6月26日（水）までにほしい 

 それに合わせて、介護をよくする東京連絡会としても交渉を行う予定 

意見として、道路交通法の改正に伴う自転車など罰則などができ、駐輪する場所の問題や自転車自

体が本人の持ち出しであり自転車の劣化や損耗などが自己負担になっている問題などについて取

り上げていくことを確認した。 

② 「史上最悪の介護保険制度の改悪を許さない会」からの依頼（上野千鶴子さんらのグループ） 

 9月16日（月）に「マラソンシンポジウム」開催予定 

 オンライン配信の協力依頼 

 介護をよくする東京の会で協力していくことを確認した。 

 

③ 第８期の情報収集と要請。９期に向けて 

・９期計画策定に向けての検討事項 

・９期計画の提案内容（保険料等の数字の有無）や説明会、パブコメの有無などが自治体によってまちまち

なので、自治労連を通じて調査を行う。 ・・・状況の確認を行うこととした。 

・８期末での介護給付準備金状況の調査の実施 

   ・介護保険制度見直しの方向性と運動課題 

①改悪を許さない ②介護報酬アップ ③利用者負担の軽減 これらの政策づくりと運動化 

＊法改定が必要な改悪は2026年の通常国会に出さないとならない。 

 

④ 通例だと総会と学習会を同日に実施していたが、今年は第９期になることから、その状況を見ながら学

習会を開催することにしていた。また、従来からの検討課題としてのテーマも提示されている。 

  ・いつ頃、どの様なテーマで開催するか？ 

・「東京独自問題テーマ」とした学習会は検討＜検討課題＞ 

・現場事例など身近な話をテーマにした学習会？ ・・・継続課題 

 

3. 具体的な取り組みについて 

・当面の日程 

 6月14日(金) 12～13時 ４の日宣伝 巣鴨駅 

 6月22日(土) 14～15時 サタデーアピール宣伝 上野駅広小路口・・・6月～8月は中止 

 7月30日（火）18～19時 新介護署名キックオフオンライン集会 

 

4. その他 

 定例会議日の変更について・・次回会議予定： ７月１７日（水） １０時～  場所：５階東京地評会議室 

 ＊定例会議は第３水曜日 調整 
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 新生存権裁判東京の東京地方裁判所民事第３部の２０２４年６月１３日判決言渡後の

篠田賢治裁判長の発言を、新生存権裁判東京弁護団が記録をしたものである。 

 

 新生存権裁判東京の東京地方裁判所民事第３部の２０２４年６月１３日

判決言渡後の篠田賢治裁判長の発言 

 

① 生活保護の不正受給などの問題は、仮にあったとしても、生活扶助の

水準には無関係であり、基準改定の理由とはならない。 

 

② 相対的貧困率、貧困の連鎖等、多岐にわたる社会的問題が存在するが、

これらの解決は司法ができることではない。本裁判所は、本件改定の一部

に、統計等の客観的数値との合理的関連性がないと認定し、主文の判断を

したものであり、これら社会的問題とは直接関係しない。 

 

③ とはいえ、これらの問題点を解決し、未来に希望をもつため、下向き

ではなく上向きのベクトルを、生活保護受給者だけでなく全員が持ってほ

しい。それが国力にもつながる。行政機関の役割というだけでなく、原告、

傍聴席のみなさん含む民間の人々の活躍に期待する。 
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図 1 

［と き］７月１３日(土)13 時 00 分開場 

［ところ］けんせつプラザ東京５階会議室 
         （ＪＲ総武線大久保駅 徒歩３分、ＪＲ山手線新大久保駅 徒歩 10 分） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生存権裁判を支える東京連絡会 
第 15 回総会 開催のお知らせ 

7 月 13 日（土）けんせつプラザ東京 5 階会議室で、生存権裁判を支える東京連絡

会の第 15 回総会を開催します。 

13 日の総会では記念講演として「名古屋高裁裁判の到達点と現状の状況、見通し等

について」（仮題）と題して愛知弁護団の森 弘典弁護士よりご講演いただきます。 

また 6 月 13 日、東京地裁（行政訴訟専門部）で 3 勝目（全勝）の報告も東京弁護

団よりあります。 

全国の裁判の経験に学び、東京での新たな運動を展望する「新生存権裁判を支える

東京連絡会第１５回総会」となります。 

是非ご参加ください。 

生存権裁判を支える東京連絡会 
（事務局） 

東京社会保障推進協議会      （０３）５３９５－３１６５ 

東京都生活と健康を守る会連合会  （０３）５９６０－０２６６ 

東京地裁で原告勝訴 
６月 13 日、東京地裁で 3 例目となる勝利判決が出ました。 

たたかいは東京高裁の控訴審に移ります。 
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５．２０２４年度方針案 

（１）新生存権裁判東京について 

今期は（原告・被告双方が）上告した東京高裁での口頭弁論を軸に運動を展開していく

ことになります。現時点では日程などが明確になっていないため、弁護団と情報を共有し

ながら取り組みを具体化していきます。 

 

（２）当面の取り組み 

 東京地裁での原告勝利や全国での地裁判決原告勝ち越しに確信を持ち、東京高裁での原

告勝利に向けた取り組みはもちろんのこと、政治的な解決も含めた早期決着に向けて、さ

らに支える会運動の盛り上がりをつくっていきます。 

また、東京地裁で原告勝訴した「はっさく」「中野区の個人」の生存権訴訟との連携や

共同ができるような取り組みを模索していきます。 

さらに、東京高裁で上告審裁判が行われる、神奈川、千葉、埼玉、静岡首都圏の新生存

権裁判への協力・支援をはじめ、首都圏での共同行動などにも取り組んでいきます。残る

群馬地裁での原告勝利に向けた協力・支援を行っていきます。 

 

①口頭弁論日行動について 

基本的にこれまでと同様の取り組みを行います。 

 ・裁判日は開廷１時間前から高裁前で宣伝行動に取り組みます。 

 ・新たな署名が実施となれば、前日までに集約した署名を提出します。 

 ・口頭弁論の傍聴を呼びかけ、毎回法廷を埋め尽くすように加盟団体構成員をはじめ、

広く団体・個人に働きかけていきます。 

 ・口頭弁論終了後、国会議員会館など会場を確保して報告集会を開催します。 

 

②東京高等裁判所宛の新たな署名に取り組みます。 

その際に東京の２つの裁判と共通なものとするか独自のものとするかなど、新たな署名

の内容について早急に論議・検討します。また目標も開始時点で明確化します。（総括を

踏まえて：オンライン署名についても同時に実施します。） 

 

③宣伝物作成や全都や地域キャラバン宣伝行動、地域での学習会開催を実施します。 

 東京高裁での結審・判決に向けて、生存権裁判の実態や争点・意義、人権としての社会

保障の実現について学習を深めていきます。 

 

④いのちのとりで全国アクションの行動提起や要請に連帯していきます。 

 全国アクションで提起された最高裁宛て「生活保護基準引き下げの被害に対し 人権の

砦として司法の職責を果たす判決を求めます」署名に取り組みます。 
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群馬以外の首都圏の７地裁判決はすべて原告勝利を勝ち取り、東京高裁での裁判に舞台

が移っています。また、高裁判決が出された大阪、愛知、秋田、兵庫の裁判は最高裁に舞

台が移っています。これらの裁判での原告勝利に向けた協力・支援を行っていきます。ま

た、状況に応じて国会行動を取り組むにあたっては、地元国会議員要請も行っていきます。 

 

⑤その他、裁判勝利に向けた取り組みをすすめます。 

生活保護制度の充実や基準の更なる引き下げを許さない運動の取り組みとともに、年金

者組合をはじめ他団体や諸課題実現運動との連携を強化していきます。 

 

（３）東京連絡会の体制強化 

① すべての加盟団体、地域支える会からの幹事選出を要請します。 

② 各原告、弁護団との連携を強化するとともに、はっさく・中野区の個人原告との交流

も深めていけるような取り組みを行います。 

③ 運動を広げるため、原告と連携をはかりながら幹事団体の加盟組織内に改めて声をか

けてもらうとともに、未加盟の都団体への加盟の働きかけをします。 

④ 幹事会のあり方を改善し、適宜ニュース発行を行っていきます。 

⑤ 財政強化のため、特別会員やカンパを募ります。 
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530-0047 3-14-16 3 7

                           TEL 06-6363-3310  FAX 06-6363-3320   MAILinotori25@gmail.com
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2024 年 6 月 19 日（水）10：00～12：00 

建設プラザ東京 

2023 年度第 1回マイナンバー制度反対連絡会 拡大事務局会議 

議事録 

＜事務局＞ 赤文字出席者 

 （マイナ連絡会事務局団体・出席者） 

東京土建（木村・田村・末浪・佐藤）、東京地評（阿久津・鎌田）、自治労連（内田） 

神奈川建労（仙田・井之上・曽我）・埼玉土建（竹嶋）・千葉土建（桒原） 

全商連（聖生）、全労連（石川） 

 

 （拡大事務局対象団体・出席者） 

医団連（  ）、高齢期運動連絡会（  ）、中央社保協（  ）、保団連（曽根） 

 

 

【報告事項】 

１． 街頭宣伝行動 

2024 年 6月 14日（金）12：00～13：00 巣鴨駅前 

  参加は 58 名（東京社保協３・全労連１・マイナ連絡会１・東京土建 28・日本医労連６ 

東京高齢期 2･東京民医連 5･保団連 10･東京地評１･中央社保協１) 

    署名 59 筆 

 

２．その他 

 

 

【協議事項】 赤文字が話し合われた内容 

 

１． 各団体の取り組み交流 

（全商連）パブリックコメント呼び掛けている。保険証が廃止になったあと、短期証と資格証明

書もなくなる。省令の扱いなど情報整理したうえで対応が必要。 

（保団連）ツイッターで「保険証残そう」呼び掛けている 220 万インプレッションある。日弁連

など弁護士と一緒に運動すすめている。6月 13日羽鳥慎一モーニングショーで取り上げ

られ、保団連にも問い合わせの電話が殺到した。 

 

 

２． 宣伝行動について（今後の予定） 

 7 月 8 日（月）16：00～17：00 新宿駅南口 

8 月 20 日（火）か 22日（木）で調整中 16：00～17：00 新宿駅南口 

 

 

１．5 月以降の運動について 

  

① 8 月下旬：シンポジウム  

・みんなで考える機会として、一般市民も参加可能なシンポジウム形式の集会を開催する 

  8 月 30 日のマイナ連絡会総会の第一部で、参加自由のシンポジウム（講演）を行う。 
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会場は 200 人以上収容できる場所を探してみたが、空いていないので全労連会館２階ホール

（200 人）で、オンライン併用でどうか。 

講師の候補はジャーナリストの荻原博子さん（他に講師をお願いしたい人がいたら、名前を

お願いします） 

  ※全労連ホール（200 名）資料料は 13：00～17：00 50000 円 

  

 ・シンポジウム形式は構想などの準備がいるので、学習会形式にしてはどうか。 

・荻原さんはマイナンバー制度自体は問題ないとの立場なので、マイナ連絡会として呼ぶのは

違和感がある。 

・マイナンバー制度自体の問題とマイナ保険証の問題を整理して話してくれる人がいい。 

 ・講師候補 立山紘毅さん（山口大学教授） 森田昭さん（弁護士）など 

 （結論） 

 ・学習会形式で行う 神奈川の森田昭弁護士にあたってみる。森田さんの話 60 分、その後曽根

さんからマイナ保険証で起きていることなどを 30分話してもらう。 

 ・日にちは 8月 30 日 14：00～、マイナ連絡会総会の第１部を市民参加可能な学習会とする 

 ・場所は全労連会館 ２階ホール、オンライン併用 

 

②9 月～10月：自治体要請と省庁抗議行動 

・土建など地域組織のある団体が中心となり、自治体の 9 月議会にむけ意見書採択の運動 

・厚生労働省前とデジタル庁前で、「保険証残せ」の省庁抗議＆宣伝行動 

※1 日に 2か所で行う半日行動を、2 回ぐらい実施してはどうか。 

13：30～14：30 デジタル庁（千代田区紀尾井町 1-3 東京ガーデンテラス紀尾井町） 

  15：30～16：30 厚生労働省（千代田区霞が関 1-2-2） 

日程は、9 月 26 日に「いのちの集会」があり、日比谷野音集会を 11 月に行うとすると、10

月中に 2 日間の日程を決めてはどうか。 

・保団連の中では、「全国で取り組むダイナミックな運動を」との声がある。統一行動日などを

設けて全国で一斉に署名行動など、地域を巻き込む運動を呼び掛けてはどうか。 

 

③11 月：日比谷野音の大集会と銀座デモ 

・日比谷野外音楽堂での集会と、終了後銀座デモ 

・9月 26 日に日比谷野音で「いのちの集会」があるため、「保険証残せ」の日比谷野音集会＆デ

モは、10月以降にもっていく。 

※日比谷野音は 10月に空き日がありませんでした。 

11 月の空き状況 11 月 7日（木）12日（火）14 日（木）19 日（火）20日（水）26日（火） 

27 日（水）28日（木） 

  日比谷野音使用料は 12：00～16：00 83500 円 17：00～21：00 112,300 円 

・11 月 21 日に全建総連の行動が提起されており、土建として同月内に 2回の動員は厳しい 

 

④11 月後半 

・秋の臨時国会の日程にあわせて、国会包囲行動 

  臨時国会は 10月中に開かれるもよう 

  日程 

 

 ⑤以上①～④を簡単に整理すると 

  8 月 30 日 保険証廃止問題を考えるシンポジウム 
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  9 月中  土建の皆さんを中心とした各自治体への意見書採択運動 

  10 月   デジタル庁・厚生労働省 抗議行動 

  11 月   「保険証残せ」日比谷野音集会＆銀座パレード 

  11 月後半 国会包囲行動 

（②～④の結論） 

8 月 30 日（金）保険証廃止問題を考える学習会（マイナ連絡会総会第 1 部） 

10 月 9 日（水）デジタル庁・厚労省抗議行動 

 10 月 24 日（木）保団連院内集会（12：00～13：00） 終了後共催による屋外集会（30 分） 

 11 月 7日（木）日比谷野音集会＆銀座パレード 

 11 月 28 日（木）集中行動日 保団連院内集会→国会包囲行動→省庁抗議行動 

  

 ・毎月 24日を全国統一行動日と位置付け、各地で署名行動などに取り組む日として呼びかける 

  （10 月は日比谷野音集会、28日は集中行動へ結集を呼び掛ける） 

 

２．パブリックコメントへの対応について 

6 月 22 日まで ※各団体で取り組んでください 

  6 月 18 日時点で、34,044 件のコメントが寄せられている。各団体でさらに集中を 

 

３．次回会議日程について 

  7 月 30 日（火） 10：00 ～ 12：00  

  （参考）マイナ連絡会の事務局会議は  

      7 月 8日（月）14：00～15：00 

      8 月 20 日（火）か 22日（木） 14：00～15：00 です 
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 第 53 期第 1 回 地域社保協交流集会 報告 

2023.7.29 東京社保協事務局 

2023.7.29 13：30～16：00 東京労働会館 5階地評会議室＋Web 

参加地域：新宿、目黒、大田、北、板橋、練馬、江戸川、町田、東久留米、多摩、西東京：14 人 

 

１，東京社保協からの報告と提起 

 １）地域社保協強化の方針と現状 

  ・東京社保協、中央社保協の総会方針から 

  ・地域社保協交流集会という名目での開催は今回初か？再度開催したい。 

「地域社保協事務局長会議」が 2017 年 3 月に区部と多摩で別々に行われたのが最新の記録。

それまでは毎年 2～3 回開催されていた模様。内容は取り組み課題の提起と参加者交流。 

  ・毎回総会方針に記載するも、コロナ禍もあり、強化目的の具体的取り組みはできなかった。 

  ・2020 年に小金井社保協が再建総会を行った。また地域ではないが、前今年期から２都団体が

新たに東京社保協に加盟した。これらはコロナ禍がきっかけで加盟申請。 

  ・現情勢下で、社会保障運動はますます重要になってきている。 

  ・地域ごとに現状と処方箋を行動しながら作成して、加盟団体にも要請しながら組織強化に取

り組んでいく。 

 

  ・岐阜や千葉では中央社保学校開催地となったことがきっかけで、当該地域で中心となる団体

を明確にして地域社保協の結成・再建が行われている。岐阜では結成方針の下、本巣市（県労

連）、可児市・美濃市（新婦人）羽島（岐商連）山県市（友の会）と分担をして各団体が中心

となって動き５市で地域社保協が設立し、県内 57％地域に到達した。 

・千葉でも後期高齢者医療費２倍化をきっかけに、年金者組合が中心となって、船橋社保協が再

建。公立病院統廃合の運動をきっかけに自治労連などが声掛けをして匝瑳市と旭市２市で地

域協議会として９月に設立予定。 

・コロナ禍をきっかけに、山梨県では事務局体制を確立して甲府市社保協が再建。京都では八幡

市社保協が結成予定。 

 

２）総会で提案した具体的取り組みについて 

  ・10 月、4月東京社保学校の講義テーマ要望 

   介護改悪、報酬改定、ＰＦＡＳ、 

都政の課題 

 

  ・都議会宛国保署名 

   その他検討 

    ・保険証請願をするか？ 

    ・広域連合に対して保険料など 

 

第 53 期 主な予定 

 

 6 月 自治体国保状況調査 

7 月 地域社保協交流会 

9 月 中央社保学校（9/16～17） 

都議会宛 国保請願署名 開始 

（12 月中旬提出） 

10 月 東京社保学校 

 2 月 加盟団体・地域社保協活動調査 

 4 月 東京社保学校 

4～5月 第 54 期総会 
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 ３）日本高齢者大会（11/12～13） 

  ・地域からの参加組織 

  ・11/13 13 時半～ 第 10 学習講座 マイナナードとインボイス 東京社保協担当 

 

 

２，地域社保協調査のまとめ報告（コロナ禍前との比較も含めて） 

 コロナ禍前の 2019 年には 34 地域から報告されたものが、2022 年度では 27 地域に後退しました。

機関会議でも 2019 年度は 26 地域が毎月、1 地域が隔月の会議を開催していましたが、22 年度は毎

月の開催が 20 地域に後退し、隔月が 3地域に増えました。 

 宣伝行動は、コロナ前の 19 年度には 9 地域が毎月開催し、不定期開催も 14 地域だったものが、

22 年度は毎月開催が 7地域に後退し、不定期での開催も 7 地域に後退しています。 

 地域での相談活動は、19 年度は 16 地域で何らかの形態で開催されていましたが、22 年度は 9 地

域に後退しています。 

 議会への陳情や請願及び自治体への要請行動は、2019 年度は 28 地域で取り組まれていますが、

2022 年度は自治体及び議会への要請は 18 地域（自治体要請で 15 地域、議会要請で 11地域）にとど

まりました。 

 

 

３，各地域社保協から活動状況や課題、東京社保協への要望など報告・交流 

・運動を進める上で、地域住民の実態を掴む必要がある。自治体が集めているデータを知らない、使

われていないのではないか？きちんとデータを取り寄せる必要がある。地域密着事業所が不足し

ている、介護保険料が高いが給付減でも下げてくれ、特養は４人部屋がもっと必要などアンケー

ト集計といった生活に密着している問題もある。こうした事を住民に明らかにして大衆的に討論

していくことが必要なのではないか。 

・コロナで集まれる機会が減ってしまい毎年自治体に要望書を出すなど活動をつないできたが、役

員体制を確立するなかで、活気づいてきた。若い人をどう巻き込むか？一人でも入れる組織にし

て、保育関係者などを誘っている。要望を出し、自治体懇談する中で実現してきたこともあり、そ

れが良かった。コロナで懇談も断られてきたが、昨年は保育だけで実施できた。そういう中で若

い人達の力を引き出していきたい。年金者組合も要望を出して懇談をしてきている。 

・コロナで診療所が社保協の活動どころではなくなって、地域社保協全体の活動が停滞したりした。

民医連の方針としても地域社保活動に参加、力を入れることを重視している。 

・所属団体より会議参加団体が少ない。もっと所属団体を増やせないかなどの論議がある。コロナ

で相談会なくなり、フードバンク活動などをやった。加盟団体でも後継者が大変だと思う。当面、

雰囲気よくやっていくことを目指している。 

・オンラインで学習会をやって、病院関係者に参加を働きかけている。むしろそうした事が得意な

若い層もある。なんでも相談会はコロナ禍でも対策を取りながら続けてきた。自治体要望、文書

回答をもらう関係を作ってきている。それがとても大切だと思う。 

・ズーム併用で幹事会を行っている。様々な団体の取り組みを交流しながら、行動している。なんで

第2回常任幹事会資料90



も相談会を再開実施した。学習会を開催して活性化していきたい。 

・毎月定例会議しており、5～8 人参加している。社保協活動を探りながらやってきた。定例で社保

協ニュースを発行して市内、加盟していない団体も含めて様々な取り組みを交流しつつ、社保協

活動を団体内や新聞折り込みで知らせている。相談会は隔月、役所前で青空相談会を年 1 回開催

している。要望書提出と市長懇談をやっており、文書回答がくる。回答を基に各部と懇談を行っ

ている。補聴器の助成、公立保育園廃止、中学校給食実施が最重点課題。フードパントリーを 3年

やってきて今では市も支援するところまでになった。 

・給食費完全無償の行動と国保・介護保険料引き下げの署名をやった。保険証を残せとの署名もや

っている。 

・年１回なんでも相談会をやっている。宣伝も毎月 1 回やっている。区議からの区課題の学習会を

隔月でやっているが、それを独自運動に結びつけられてはいない。そこが課題。 

・地区労が事務局で、年金者組合と協力しながらやっており、高齢者問題が中心で、市との懇談会を

実施している。補聴器助成を求めてやってきて、医師会が動き出している。後継者を探している

が、なかなかうまくいかない。市民病院が廃止になるし、法律事務所も多忙でなんでも相談会が

出来なくなってしまった。 

・地域組織の課題をもっと出し合った方がよい。局面を変える原点は学習だと思う。難しくても学

んでいくことが重要。地域での学習会を組織していく。研究者が少なくなってきており、これを

どう育てていくかも重要。もっと様々な形で院生に働きかけ、運動で育てていくことに東京社保

協も関わって欲しい。政治問題ではなく、地域の問題を取り上げていくことが大切。 

 

・ＩＴ問題も取り上げることを検討して欲しい。 

・保育制度についても難しいので学習会をして欲しい。子育て世代だけの問題ではない。 

・子育ての悩みをそこで働いている活動家が意外に解らない。実態を取材することも大切なのでは

ないかと思う。 

・高齢者への負担増に対する財源論。欧米の年金・医療がどうなっており、それがなぜできているの

か？現在の若者の高齢期時問題についても解明して、元気のでる講義をお願いしたい。 

 

４，全体論議 

・集まるのが大変、地域柄もあるので 23区と多摩地域別々に開催してほしい。 

・地域それぞれ課題が多々あるが、今、何が一番問題なのか？課題が多々ある中で、すべて取り組め

るわけではないので、重点をおいてやっていくしかない。 

・協議会として、地域の団体が弱体化するなかで、個人も入ってもらってやっている。それも高齢化

してきていて、課題はそちらに重きをおくことになり、若い世代の問題はわからなくなっている。

様々な課題に対応できない、後継者にどう引き継いでいくか？ 

・社保協の後継者対策に危機感を持っていない人はいない。4～50 代の人達は運動経験をしながら育

った私たちと違うので、そうした経験がない人が多数派になっている。次の世代を出せない状況

になっている。しかし、意識して新人をいれたら、すごく活動にマッチして、貧困や格差に関心を

持っている若い人達がいる。ただ、忙しいので持続性がないところが悩みどころ。そう言った人
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たちが再度集まれる環境を作る事、私たちが大学などを訪問して、つながりを作るような環境を

つくることを働きかけることも打開の方向ではないか？ 

・民医連の担当者が高齢化して区内の社保協活動が弱体化してきた。土建から会長を引き受け、幹

事会の参加者を増やして活性化をはかっている。民医連内でも後継者が組織できていないことも

垣間見られる。組合の組織もなかなかできていない。引っ張っていく人とその協力者がいないと

社保協活動はうまくいかない。経験長くやっている人が次をどう考えているのか教えて欲しい。 

・後継者は各団体で後継者を育てていくしかないのではないか？民主団体から出てきて欲しいとい

うのは限界ではないか？ 

 

５，その他 

・地域での取り組みや発行しているニュースをぜひ、東京社保協に送付して欲しい。 

・東京社保協では、講師料など学習会経費への補助をしているので、活用して欲しい。 

・土建作成のひな型も添付しているので、保険証廃止中止の陳情・請願を 9 月議会に自治体へ出し

て欲しい。 

・中央社保学校への参加も組織して欲しい。東京で集団視聴会場設営も検討している 

 

以上 
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第 53 期第 1 回 地域社保協交流集会 資料 

 

１）第５３回東京社保協総会議案「組織強化」の項からの抜粋 

（１）地域社保協の確立、再建、強化 

第 52 期において、組織活動が難しく送付資料の配布や署名などの協力のみをお願いしている地域

が 4 地域（会費未請求）、会費未納が 5 地域ありました（地域社保協加盟登録 45）。こうした地域を

はじめ、実施した地域社保協調査結果（回答 27）を基に、各地域社保協の確立、再建の具体化に着

手していきます。 

コロナ禍で実施できなかった地域社保協の活動交流会を 7 月頃に開催し、経験交流や課題や取り

組みの共有化をはかります。 

また、全国各地での地域社保協の再建や結成の経験にも学びながら組織化をはかります。その際

に、東京地評に参加する地域の労働組合、東京民医連加盟の各地域組織、東京土建の各支部、市民団

体・個人等にも協力をお願いできればと思っています。 

東京社保協としては、１自治体１地域社保協を展望しながらも、地域社保協としてでなくてもそ

れぞれの地域で、その実情に合わせて、社会保障制度充実へ向けた運動や自治体・議会要請活動が

行われていることが重要であると考えています。そのために都段階の諸団体や各地域と相談しなが

ら、可能な支援・協力を行っていきたいと思います。 

 

（２）東京社保協の体制と運動の強化 

①地域や各団体の主な活動を把握・集約・発信し、連携した活動の構築をめざします。さらに要求課

題ごと、加盟団体ごと、それらの共同運動を重視しながら、要求の掘り起こしと課題を整理し、個

別要求運動を総合的、統一的な運動へと発展させることをめざします。 

②全都の運動や課題、地域社保協・加盟団体の取り組みの紹介など東京社保協ニュースの更なる充

実をめざします。引き続き定期発行に努めます。 

③適宜必要な自治体アンケートの実施、学習資料、要請文書ひな型などを作成し、地域社保協や加

盟団体の活動支援・強化をめざします。 

④東京社保協常任幹事会の内容と討議を随時検討工夫し、出席率の向上をはかります。また前期よ

り行ってきた加盟団体紹介を継続していきます。 

⑤東京社保協ホームページの充実をはかるとともに、Facebook や LINE、クラウドストレージそれぞ

れの利点を活かして情報発信・交流・共有を行います。とりわけ様々な機能活用可能性がある LINE

での「つながり」を増やします。 

⑥オンライン会議・学習会環境や事務効率の向上に有効な機材やソフトを購入します。 

⑦「地域社保協調査」は例年通り、「団体調査」も年明けに実施します。それらの結果を 4～5 月に開

催予定の総会で報告します。 

⑧東京社保協財政の安定的確立とそのあり方について検討します。 
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２）第６７回中央社保協総会議案「2023 年度の運動のすすめ方」より抜粋 

（１３）県・地域社保協の強化・結成再建 

①すべての地域に社保協結成を 

国民のいのち暮らしを守る砦として、都道府県市町村 1765 自治体（2023 年 6 月末）のすべてに

社保協結成を目指すとともに、少なくとも自治体の過半数（882 自治体）で地域社保協結成を早急

に実現することが必要です。 

2023 年 6月現在、451 組織（47都道府県、370 地域社保協、20準備会、14 友好団体）が活動し

ています。住民要求を実現していくために、地域社保協の再建、体制強化、新結成に具体的な目標

を議論し、思い切った実行に踏み出すことを呼びかけます。 

②地域社保協づくりは自治体キャラバンから 

1．自治体キャラバンは、毎年県内の給付水準を比較分析し、それぞれの自治体に合わせ個別具体

的に要求作成し、地域住民と市職員が折衝の場を作り交渉すると「選挙以外で社会を改善させ

ていく」優れた運動です。 

2．自治体キャラバンから地域社保協が生まれます。すべての社保協で自治体キャラバンに挑戦・

参加しましょう。地域社保協づくり３つの教訓 ①３人寄ればもう社保協、②役員は、会長・事

務局長・事務局次長、③名刺と印鑑をつくれば OK 

3．地域社保協づくりの経験交流集会や、自治体キャラバン交流会の開催を検討します。中央社保

協ホームページに「各地域社保協からの実践・経験」についての掲載を検討します。中央団体に

対し、地域社保協強化への支援、協力の要請等を強めます。 

 

２）2022 年度地域社保協調査のまとめ 別紙１ 

 

３）コロナ前と直近地域社保協調査まとめの対比 別紙１ 

 

会費納入状況 45 地域社保協（うち請求 41 地域） 

年度 17 18 19 20 21 22 

納入地域数 35 38 37 39 31 37 

 

４）各自治体での団体組織状況 別紙２ 

 

５）参考資料 東京土建の（保険証廃止中止）事務連絡 別紙２ 

毎月 隔月 計 毎月 不定期 計
前 34 76.5% 2.9% 79.4% 26.5% 41.2% 67.6% 47.1% 82.4%
後 27 74.1% 11.1% 85.2% 25.9% 25.9% 51.9% 33.3% 66.7%

相談 要請

地域社保協調査 コロナ禍前後比較
調査

回答数
会議 宣伝

コロナ禍
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